
株式会社システムソリューションセンターとちぎ 　　　（単位：円）

（流 動 資 産） （ 123,400,444 ） （流 動 負 債） （ 94,643,130 ）

現 金 預 金 28,885,206 買 掛 金 24,830,705

売 掛 金 90,144,383 短 期 借 入 金 22,400,000

仕 掛 品 2,416,989 １年以内返済予定長期借入金 9,804,000

前 払 費 用 1,522,157 未 払 金 6,764,172

未 収 金 554,326 未 払 法 人 税 等 3,475,800

貸 倒 引 当 金 △ 122,617 未 払 消 費 税 等 10,728,500

前 受 金 12,692,448

預 り 金 836,905

賞 与 引 当 金 3,110,600

（固 定 資 産） （ 160,120,190 ）

（有形固定資産） （ 159,312,736 ） （固 定 負 債） （ 82,438,000 ）

建 物 156,206,960 長 期 借 入 金 65,270,000

構 築 物 241,277 受 入 保 証 金 170,000

機 械 装 置 1 退 職 給 付 引 当 金 16,998,000

車 両 運 搬 具 1

工 具 器 具 備 品 497,830 177,081,130

土 地 2,366,667

（無形固定資産） （ 627,454 ） （株 主 資 本） （ 106,439,504 ）

ソ フ ト ウ ェ ア 419,977 （資    本    金） （ 637,000,000 ）

商 標 権 129,477 資 本 金 637,000,000

電 話 加 入 権 78,000

（資 本 剰 余 金） （ 967,796 )

（投資その他の資産） （ 180,000 ） そ の 他 資 本 剰 余 金 967,796

保 証 金 180,000  

（利 益 剰 余 金） （ △ 531,528,292 ）

利 益 準 備 金 595,200

そ の 他 利 益 剰 余 金 △ 532,123,492

繰 越 利 益 剰 余 金 △ 532,123,492

106,439,504

283,520,634 283,520,634

純 資 産 合 計

負 債・純 資 産 合 計資  産  合  計

純　資　産　の　部

貸　借　対　照　表
令和２年３月３１日現在

資　産　の　部 負　債　の　部

負  債  合  計



株式会社システムソリューションセンターとちぎ 　　　　　　（単位：円）

科　　　　　目 金　　　　　　　　　額

売 　 上　  高 430,467,528

売　上　原　価 341,726,032

  売  上  総  利　益 88,741,496

販売費及び一般管理費 80,736,044

  営   業   利　　益 8,005,452

営 業 外 収 益

122,617

125,138 247,755

営 業 外 費 用

1,915,907

  経   常   利　　益 6,337,300

特　別　利　益

36,362

税 引 前 当 期 純 利 益 6,373,662

法人税、住民税及び事業税 1,083,000

当 期 純 利 益 5,290,662

固 定 資 産 売 却 益

損  益  計  算  書
自 平成３１年４月　１日

至 令和 ２ 年３月３１日

支 払 利 息

貸 倒 引 当 金 戻 入 額

雑 収 入



株式会社システムソリューションセンターとちぎ

〔１〕重要な会計方針に係る事項に関する注記
１．資産の評価基準及び評価方法

たな卸資産

　　　　　　　　　　　　　　　　づく簿価切り下げ方法により算定）

２．固定資産の減価償却の方法
　(１)有形固定資産（リース資産を除く）・・・・・・・・・・･定額法

　(２)無形固定資産（リース資産を除く）
①市場販売目的ソフトウエア   

②自社利用ソフトウエア
社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法。

３．引当金の計上基準
　(１)貸倒引当金

　　　
　(２)賞与引当金

　(３)退職給付引当金

４．収益及び費用の計上基準
受託ソフトウェアの請負契約に係る収益及び費用の計上基準

５．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
    消費税等の処理方法

消費税等の会計処理は､税抜方式を採用しております。

〔２〕貸借対照表に関する注記
１．担保に供している資産及び担保に係る債務
（１）担保に供している資産

　建　　　物 138,713,123 円

（２）担保に係る債務
　借　入　金 97,474,000 円

２．資産に係る減価償却累計額
有形固定資産の減価償却累計額　　　　742,122,490円
（内、減損損失累計額 122,935,923円を含んでおります。)

当事業年度に着手した請負契約から当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認め
られる契約については工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)を、その他の契約に
ついては工事完成基準を適用しております。

個 別 注 記 表

従業員の賞与の支給に充てるため、当期に負担すべき支給見込額を計上しております。

従業員の退職給付に備えるため、退職給付会計に関する実務指針(日本公認会計士協会 会計制
度委員会報告第13号)に定める簡便法により、自己都合退職による期末要支給額の100％を計上
しております。

自　平成３１年４月　１日

至　令和 ２ 年３月３１日

見込販売期間(３年以内)における見込販売数量に基づく償却額と販売可能な残存期間に基づく
均等償却額を比較し、いずれか大きい額を計上する方法。

期末現在に有する金銭債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に
より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計
上しております。

仕掛品・・・・・・・・・・・・・個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基



〔３〕株主資本等変動計算書に関する注記
事業年度の末日における発行済株式の数　　　　  24,800株

〔４〕資産除去債務に関する注記
　資産除去債務に関する会計基準

〔５〕リースにより使用する固定資産に関する注記

〔６〕賃貸等不動産に関する注記
１．賃貸等不動産の状況に関する事項

２．賃貸等不動産の時価に関する事項
（単位:円）

摘　　　　　要
58,973,262 122,100,000

(注1)貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

(注2)当期末の時価は、将来キャッシュフローに基づく使用価値を自社で算定した金額であります。

〔７〕１株当たり情報に関する注記
１．１株当たり純資産額　　　　　　　　　4,291円91銭
２．１株当たり当期純利益　　　 　　 　 　 213円33銭

貸借対照表計上額 時　　　　　価

本社事務所用の土地については、賃貸借契約により契約期間終了時または契約解除による原状
回復費用等に係る債務を原則として有しておりますが、賃貸物件を現状において返還すること
も認められる可能性があります。当該土地は事業を継続する上で必須であり今後移転等の予定
はしておりません。そのため、当該資産に見合う資産除去債務は計上しておりません。

貸借対照表に計上した固定資産のほか、リースにより使用している固定資産として、電子計算
機およびその周辺機器があります。

　当社は本社建物(高根沢町)その他の地域において、賃貸用のオフィスおよび住宅を有してお
ります。当事業年度における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は 9,612,839円(賃貸収益は
売上高に、賃貸費用は販売費及び一般管理費に計上）であります。


